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環境ソリューションにおける生物学の重要性

21
�の�ましい���として�����は����の��と��の��に��する���

�ビジョン21�を��とすることが !されている"��#$%�の&'()では�*+の,��

-.�/0の12345と��の���と!6され���78%�は��*+の,��-.�/0

に��する�と9:に��;<=に>し�?@や��にAをBぼすCれのあるDEについては?

Fする�と!Gしている"さらに��H%�は�*+のIJとKLMNOのPQとがRSできる�

�をTく�とGべており�UV%�は�WXの
XはYZの
XのMS[\を�]する^_があり�

`aと*bをRSさせる��のcdと�]�を�eし���fT%�は�Kgにおけるhiのjk

とlmとnHをopし�KL(qの`a��とrったstと�をRMさせること�をuりvんで

いる"このように21
�の��は`a3MNOとのRS3RMを��とし�それをwWさせるた

めに��の��に��することが�まれている"xち�My3MN%にzづけされた��{|が21


�の��にとっていかにpDであるかを}~している"

�の��でも�������より�21
��������がIF�2007�６��され���と�

�が��した�Q���な���の�Tを�eすことが�ち�された"��;には���H���

�����������`aRM���の�Tを��とし����を�5するための� １�２�

で¡¢すべきpDな８つの��が}された"この��の£くはMy%を¤¥とするKL��の¦い

{|が§Dであることを}している"８つの��の１つに���3エネルギー�を�¨とした�

�©ª�がuりvまれ���ソリューション�による��©ªがpDであることを}した"«�

は¬�バイオ��%を®したが�その�でMy%を¤¥とした��ソリューション¯°を±}し

た"それを�OHすると�²Myによる³3´µy¶'¯°·Myによる¸¹Uº3K»³の¼½

¯°¾��¿À3My£ÁÂÃÄなどの¯°ÅÆÇ3エネルギーのcM¯°È��にやさしい�3

��をcMする¯°となる"��;には�My%;É³¶'�Êyによる³ËÌHとÆÇÍÎ�バ

イオレメディエーション�バイオアッセイやDNAÃÄ�メタン3³�IÏ�バイオエタノールM

Ð�コンポスト�ポリÑÒ3ÓÔÕなどバイオマスÖZの×¯ØHÙyMÐなど�ÚÛにÜがない"

しかし�Wwは�3×のみならずÝ%でもMy%Þßはàáにâいやられている"«�は�せめ

て'%¤¥としてMy3MN%をpãする��がMまれ�たとえ��*になってからでもäくは

ないので�My%をåæし�¦い��{|にzづけされた21
�に�ましい��が£ç��され

ることを��している"

×s�×���%�ª3Ý	Ý%
�Þ�

%� 藤 田 正 憲
Masanori Fujita


